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凍結路面を想定した運転
～ 冬道は、焦らず、急がず、出し過ぎず ～

冬の交通安全運動 １１月１１日～１１月２０日
○ 穏やかな発進・二段階減速（早目の減速）を体にクセづけておきましょう
○ 乾燥路面でも、『今、路面が凍結していたら・・・』と考え、車間距離を確保しましょう
○ ブレーキとハンドルを同時に操作せず、しっかり減速した後に、ハンドル操作をしましょう

夕暮れ・夜間 歩行者、自転車の事故防止
～ 点灯せ 生死を分ける ハイビーム ～

○ スピードダウンと安全確認を徹底しましょう
○ 早めのライト点灯とハイビームの活用を励行しましょう
○ 横断歩道以外の場所でも、歩行者が横断することを意識しましょう

「かもしれない」で備える 交差点事故防止

「自転車」と「歩行者」を見かけたら・・・「かもしれない」運転を

労災事故防止 ◆ 挟まれ・墜落・転落 注意 ◆

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

要注意 危険がひそむ 交差点

◇交差点 右左折時は、確認を徹底しましょう◇

◇歩行者・自転車への注意を、徹底しましょう◇

◇追突事故・バック事故を、根絶させましょう◇

車間距離を十分に 追突を未然に防止

構内も停止するまで、運転中

午後７時 交差点 横断歩道の女性、はねられ死亡
◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇

２０１８／１１／４（日） １２：００
３日午後７時半前、兵庫県の交差点で、女性（８１）が右折してきた軽乗用車にはねられ死亡しました。警察は

、車を運転していた小学校教諭の容疑者（２３）を過失運転傷害の疑いで逮捕しました。亡くなった女性は孫に会
いにいった帰りに横断歩道を渡っていて事故にあったとみられます。

踏切事故 遮断機下りた踏切内に車進入
◇踏切手前 確実な 『一旦停止』、左右の安全確認、先詰まりに注意◇

２０１８／１１／３（土） １７：３３
３日午前７時半ごろ、千葉県のＪＲ踏切で電車と乗用車が衝突し、車を運転していた男性（８０）が死亡した。

電車はおよそ１５０メートル車を引きずって停止した。電車の運転士は遮断機が下りた状態の踏切内に車が進入
してきて、急ブレーキをかけたが間に合わなかったと話しているという。

交差点 右折車と直進バイクが衝突
バイクの男性死亡

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し、行いましょう◇
２０１８／１１／４（日） １０：３４

３日午後１１時半ごろ、愛知県の交差点で、直進していたバイクと対向車線から右折してきた軽乗用車が衝突
しました。この事故でバイクを運転していた会社員の男性（２６）が死亡しました。現場は見通しのよい交差点で
、警察は軽乗用車を運転していた男性容疑者（４８）を現行犯逮捕し、事故の状況などを詳しく調べています。

信号交差点 救急車と出合い頭に衝突
3歳女児搬送中に…救急車が交差点で軽乗用車と衝突
救急車は、赤信号で赤色灯つけサイレン鳴らし進入

◇ラジオのボリュームは大きくありませんか？ 緊急走行車両のサイレンが聞こえなかったのでは？◇
◇運転中の、携帯・スマホは厳禁です 緊急車両に気がつかず・・・事故の可能性◇

２０１８／１１／４（日） １１：０８
４日午前５時半ごろ、岐阜県の信号交差点で、３歳の女の子を救急搬送していた救急車と会社員の女性（５８）

が運転する軽乗用車が出合い頭に衝突しました。救急車には５人が乗っていましたがいずれもケガはなかった。
事故当時、救急車は赤色灯をつけサイレンを鳴らしながら赤信号の交差点に進入したということです。


